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要約

　乳幼児の運動発達・生活習恢に関して、愛育病院で出生した2086例のデータシートを縦断的に分析した。

運動発達については・同一年齢の項目・年月齢的に近接した項目、連続している運動機能の項目閤では関連がみられ

たが・畏期的な発達の関連は極めて弱かった。生活習慣にっいても同様に長期的な関連は弱かった。、

　運動発達・生活習慣と背景との関迅では、性別が最も大きく関与しており聖6項目に性差が認められた。この中、ね

がえり・高い所からとぷ以外はいずれも女児の発遠が優位であった。この他、出生順、親の神経質傾向などとの関連

も僅かにみられた。

　以上から・運動発達・生活習慣にっいて発達の長期的予測をすることは困難であることが明らかであった。健診の

際の指標として個々の項目がもつ意味、限界を明確に把握して指導に当たることの重要性が薦認識された。
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望月他：乳幼児期の運動発達，生活習慣に関する縦断的研究

1　研究目的

　昨年度に引き続き、乳幼児期の運動発達、生活習慣に

っいて、実態を把握し基礎資料を得ることを意図した。

同時に、これらの行動にっいて家庭の背景との関連を含

めて、縦断的に分折し、今後、保健指導を行う際の参考

として役立てることを目的とし た。

皿　対象と方法

　昭和35年から50年に愛育病院で出生し、3歳以後まで

保健指導部で経過観察をすることができた2086例（男児、

1092、女児984、不明里D）を対象とした。

　保健指導部のカルテをコード化して、データシートに

魯き写したものを大型コンビューターに入力し、SAS

を用いて解析した。検討した項目は運動発達t5、生活習

慣（排泄、食行動）⑯、計3E項目であり、カルテに比較

的多く記載され、できる、できないのばらつきが比較的

大きい項目を選んだ．そして、縦断的に発達経過を検討

するために各項目相互の関連を分析した。また、発達の

背景として、在胎週数、出生体重、性別、出生順、母の

年齢、学歴．職業の有無、祖父母同居の有無、父母の神

経質傾向の9項目について関連を検討した。

　各々の月齢表示は月齢そのもの（例えば6か月は6か

月0日から6か月29日まで）年齢表示は誕生日から前1

か月、後2か月29日を含めている。

皿　結果及び考察

　1　運動発達項目間の縦断的関連

　運動発達にっいて各項目相互の関連をみたものが表1

である。．x2検定で有意な関連の認められたものを表示

した。有意に関連がある場合でも相関係数は0．1～0．5

とあまり高くなく・ことに長期的な発達の関連は極めて

弱かった。この中で、首すわり、足のつっぱり、おすわ

り、ねがえりは、僅かながら、やや長期的に1歳前後の

項目との関連がみられた．

　一方・同一年齢の項目、あるいは年齢的に近接した項

目、及び連続している運動機能（寝返りと這行や、っか

ま．り立ちから・，つたい歩き・一人立ち・一人歩きにいた

る経過）の項目間では明らかな関連が認められた。

　これは・乳幼児期のある時点の・個々の運動発達項目

から、運続する運動機能の獲碍にっいてはある程度予測

できるが・ほとんどの項目は長期的な発達の予測が困難

であることを示している。ある項目に多少遅れが見られ

ても、各時点の運動発逮に継続的な遅れを示すものや、

病的なものでなければ、適切な指導を行っていれば、畏

期的にはほとんど心配はいらないと考えられる。健診で

は、これら運動発達の項目をスクリーニングの指標とし

て利用することが多いが、個々の項目がもっ意味や隈界

を把握して、親に不当な不安を与えない配慮をしたい。

　2　生活習慣の項目間の縦断的関連

　排泄行動について項目相互の関連をみたものが表2で

ある。1歳時に排尿の誘いかけをしているものは、全部

おむつでいるものに比べて、2歳時に排泄を予告できる

割合が高く・2歳時に排泄を予告できたものは、できな

いものに比べ3歳時に日中一入で携泄できる割合が高か

った。また、3歳時に日中一人で排泄できるものは、4

歳時に日中一人で排泄を始末できるものが多く、排泄の

自立に関しては・子ども自身の発達の一連の傾向が認め

られた。しかし、これも長期的な関運は明らかでなかっ

た。なお・2歳時に排泄の予告不可能なものの方に3歳

時の夜尿の割合が高い傾向があった。

　食行動にっいては、2歳時と 4歳時の自立あ有無と偏

食の有無に縦断的関連が見られたが、自立に関してば2

歳・4歳ともその時点の食欲の有無との関連が明ちかで

あった。また、食欲は偏食の有無と関連がみられ、日頃

経験的に理解して いることが実証された。

　3　在胎週数別の運動発達と生活習恢

　在胎週数36週以前の早産例は、全体の2．3％であり、

凹週以後の出産例に比べて運動発達はやや遅い傾向がみ

られた。しかし、1歳時に一入立ちしない子どもが多い

（P（0．05）他は有意な関連は認められなかった。

　4　運動発違、生活習慣と背景との関連

　運動発遠や生活習償に関与する条件を検討するため、

背景として前記9項目の事項との関連をみた。X2検定

により有意な関連がみられたものを表3に示した。最も

開連がみられたものは性別であり、運動発達では6項目

に性差がみられ、ねがえり、高い所からのとびおり以外

は女児の発達が早く、ことに微細運動は女児の発達が優

位であった。

　生活習恨の自立に関する8項目は、いずれも女児の発

達が早く、2歳時の偏食、3歳時の夜尿は男児に多い傾
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濃1　乳幼児の運動発違項目隅の縦断的関連 我2　排泄行動項目間の縦断的関連
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向がみられ、この領域では性差が目立っていた。

　この他、出生噸位、父母の神経質傾向、祖母の

同居などの条件が多少関与しており・出生順位に

ょる影響は、2歳時の食事の自立と偏食にみられ・

第1子に比べ2子は一人で食べる割合が多く、偏

食は2、3子に比べ第1子にその割合が高くなっ
ていた。出生順位により、育児のあり方やきょう

だいの存在が子どもの行動へ影響を及ぼしている

ことが推察された。

　母親の学歴では大学卒より中学高校卒の方が、

また、祖母の同居があった方が1歳時に排尿を誘

いかけている割合が高かった。

　父母の神経質傾向の有無は2歳時の食臨の自立

と偏食、3歳時の衣服を脱ぐ、4歳時の歯磨きと

弱い関連がみられた他は、有意な関連は認められ

なかった。
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